
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは、日建学院です。今年から宅建試験の

名前が変わります。「宅地建物取引士」資格試験

の初年度です。絶対合格を目指して試験日まで頑

張っていきましょう。 

平成 27年度から「宅地建物取引士」の名称で行

われる宅建試験。どのように変わるのか、または

変わらないのか、受験されるみなさまにとっては

気になるところですが、現在はまだ詳細は発表さ

れていません。しかし、士業になることで専門家

としての責任と地位が向上されることや、民法の

改正が予定されている今後は、今よりも易しい試

験になることはないという見方が大勢をしめて

おり、受験生も早めの対策をとる方が多くなって

います。今年受験される方は、できるところから

準備を始められることをお勧めいたします。 

 

試験日程等の発表（昨年） 

・試験日程、試験内容等 2 月上旬 

・官報での公告 6 月上旬 

『宅建一発合格ガイダンス』 
・内容 １．宅建てどんな試験？ 

    ２．試験の内容は？ 

    ３．どうやって勉強するの？ 

    ４．具体的な学習方法 

・開催日時 2月上旬予定！ 

・開催場所 日建学院浜松校 

・講  師 日建学院講師 進 誠 

 ※映像ガイダンス（約 40分） 

・お申込み方法 

 裏面に必要事項を記入し 

 FAXでお申し込みください。 

日建学院では、宅建合格を目指す受験生のみなさ

まに向けた無料セミナー・ガイダンスを実施して

います。第 1弾のガイダンスは宅建試験に興味を

もたれた方を対象に、合格に向けた第一歩を踏み

出していただくための内容です。 

お一人でもお知り合いとご一緒でも大歓迎です。

お気軽にご参加ください。 

この記事を書いているのは１月、寒い日が続きますが、皆様お元気でお過ごしでしょうか。今年も講師リレ

ー連載「宅建 合格への道」が始まりました。今回は第１回、メインテーマは「問題を解こう！」です。宅建

試験の学習に関してはいろいろな考え方があり、絶対の正解というのはありませんが、今回は私が個人的に思

うこと、さっそくお話ししていきましょう。  

 

【問題を解こう！】  

まず、残り時間に余裕のあるこの時期に、最初にお伝えしたいことがあります。過去問演習の重要性につい

てです。 

試験勉強は「テキストの熟読」と「過去問の演習」が大切といわれます。そのとおりですが、より大切なの

は「過去問の演習」です。テキストをいくら読んでも、「得点する力」は身に付きません。スポーツに例えて

いうなら、本屋さんに行くと、水泳の教本がありますよね。クロールや平泳ぎなど、各泳法の基本や技術など

が詳しく解説されている本です。泳げない方でも水泳の教本を繰り返し何度も読めば、泳ぎ方は理解できます。

しかし、実際にプールに入って泳がなければ、泳げるようにはなりません。 

野球でもサッカーでもテニスでもゴルフでも教本がありますが、教本をいくら読んでも実際にプレーしなけれ

ば、何の力も身につきません。    ・・・・・続く（続きは日建学院ＨＰ「宅建合格への道」で！） 

 

第１回目 「問題を解こう！」 進
しん

 誠
まこと

 



※個人情報の取り扱いについて／当社では、ご提供いただいた個人情報をお客様へのご連絡・教材見本等の発送のほか、資格試験の情報、当社のサービス・商品等のご案内等の 

  目的に利用させていただきますので予めご了承ください。（株式会社建築資料研究社 東京都豊島区池袋 2-50-1） 2015.1 

２０１5 年度宅建総合ガイドを差し上げています。

下記資料請求からどうぞ。 

＜内容＞ 

・宅建は合格率が低い、その理由。 

・宅建の最大のワナ 

・だから日建は、合格率が高い。 

・宅建、累計合格者数 9万人突破！ 

・合格率が高い理由 

 1．無理なく続く週間学習サイクル 

 2．不安を自信に変える熱いサポート 

 3．最強の講師陣＆最高の映像講義 

 4．出題率の高いテキスト＆過去問題集 

・「ズバリ解説」で問題集の理解が格段に 

 進みます。 

・支えられ、学んだ、つかんだ。合格者の声 

・アドバイザーヴォイス 

・宅建資格試験の基礎知識 

・宅地建物取引主任者講座コースガイド 

 

 

・請求後、当学院からの連絡がない場合、FAXの不着等が考えられます。その場合はお手数ですが下記の日建学院までお問い合わせください。 

・受験願書のご請求は受験申請に間に合うようお早めにご請求下さい。ご請求いただいた日にちによってはお受けできない場合があります。 

詳しい内容は資料をご請求下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

▼ご希望のものにチェックをしていただき必要項目の記入をお願いします。 

↓チェック欄 ご記入欄 

 
受験願書希望 
※受験願書配付例年 7月より   

受験地（                    ） 部数（             ） 

 ガイダンス参加希望 ご希望の日時  （       ）月（        ）日／時間（             ） 

 
講座資料（総合ガイド） 

希望 

ご質問などありましたらご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お名前 

ふりがな 

ご住所 

ＴＥＬ 
携帯電話 

勤務先 

学校名 

資料請求・お申込み用紙 

日建学院 浜松高林校 
TEL(053)488-4575 FAX (053) 488-4575 

〒430-0907 静岡県浜松市中区高林 4-8-9 石原ビル 1F 

キュリオステーション高林店内 

 
アクセス 

お車でお越しの方 

駐車場：5台 

 

遠鉄バスご利用の方 

◆53・56・57番線 

谷田口橋バス停下車 

徒歩 1分 

◆61番線 

曳馬橋バス停下車 

徒歩 5分 


